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大津市立北部子ども療育センター わくわく教室 ～おたのしみ会の取り組み～ 

わくわく教室は大津市の北部に位置する早期療育の場です。豊かな 

自然環境の中、子どもたちがのびのび生活したり遊んだりしています。 

単独登園と親子登園の日があり、親子登園の日には親子で触れ合ったり 

一緒にあそびを楽しんだりしています。 

１２月にはおたのしみ会がありました。友だちや親子でふれあいながら 

好きなコーナーで遊びました。 

おうちの方には出し物を準備していただき、それを見て楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

クラスごとの出し物は子どもたちのために…と一から考え、

準備をすすめてこられました。手作り紙芝居や和太鼓、ダンス

などおうちの方がしていることだからこそ興味津々、大喜びの

子どもたちで心が温まるひと時でした。そして、おうちの方の

親睦も深まりました。 

親子でふれあいあそび！ 

お母さんと触れ合う気持ちよさを感じてほしいと 

いろいろなふれあいあそびを楽しんでいます。 

手作りの段ボールトンネルは、ハイハイの姿勢で移動したり

穴から「ばあっ」と顔を出したりして遊んでいます。 

秋に経験した戸外の自然の中でくぐったりよじ登ったり様々

な姿勢で身体を動かすことを取り入れ、手作り改良中！ 

♪おうちの方の 

    出し物♪ 

☆親子でコーナー     

    あそび☆ 

♪バスに乗って揺られてる♪ 

お母さんのお膝って気持ちいい！ 

んー、 

いいにおい！ 

 

小麦粉粘土とは違うおがくず粘土で遊びました。 

小麦粉だけの粘土とは違うにおいや感触に“あれ？”

“面白いな”と楽しんでいます。 

粘土の経験から療育でクッキー作りも楽しみました。 

ばぁっ！ 



大津市立東部子ども療育センター のびのび教室

＜教室の紹介＞

のびのび教室は、平成２３年４月に大津市東部にオープンした療育センターです。保育園・幼稚園就園前の２・３

４歳児の子どもたちが約４０名通っています。

あそびと生活（食べる・排泄する・着替える・寝るなど）を基本にした取り組みを通じて子どもたちの発達を支援

します。子どもたちが人への信頼感をはぐくみ、安心して自分を出せるようにと願い、おとなや友だち一人ひとりの

姿が見えやすいよう、また、子どもの気持ちやつもり、つぶやきにおとなが思いを寄せられるよう、小さな集団で過

ごしています。

※保育時間は１０時～１５時１５分（昼食・おやつ・午睡・バス送迎有）

“○○あそびをしょう！！”～好きなあそびをじっくりと～

のびのび教室には、小さいながらも園庭があります。園庭ではだんご虫探しをしたり、水あそびをしたり、砂場で

ごちそうづくりをしたり…と、季節に応じて子どもたちは好きなあそびを見つけてじっくりと楽しんでいます。また

園庭には畑もあって、きゅうりやさつまいも、大根などを子どもたちと水遣り、収穫、クッキングしています。

“これは、なにかな？”“おもしろそうだな”と遊びや畑に興味を持った子どもたちの目はキラキラ輝いています。

児童発達支援事業 週 5 日 ２クラス 各クラス１０名程度 親子登園(週２)/単独登園(週３)

発達支援療育事業 週２日 ２クラス 各クラス１０名程度 親子登園(週１)/単独登園(週１)

目の前は琵琶湖！！

琵琶湖畔に位置したセンターです。

“ごちそうづくり楽しいよ！”
吹く風も心地よく、ゆっくり湖岸の散歩を

楽しんでいます。

＜通園バスにのって・・・＞

のびのび教室では、ご希望の方にはバスでの送迎を行っています。

初めはお母さんと離れ不安な表情でバスに乗っていた子どももいますが、

毎日バスに乗り、車を見たり、歌を口ずさんだり・・・それぞれの楽しさ

を

見つけていくうちに、張りきってバスに乗り込む姿に。また、バスに乗っ

て親子で公園やプールに出掛け、友だちと共通の実体験を重ねています。

好きなあそびをみつけて遊ぶこと

身体をつかって繰り返し遊ぶこと

を大切にしています！！

みんなで走ろう「よー

いどん」端から端まで

走ったよ。



１．きかんしゃトーマスのペープサート

2．数字うた

(1)きかんしゃトーマスの数字うた

☆数字をひっくり返すと子どもたちの大好きなトーマスの

仲間達が登場します♫

（２）牛乳パックの数字うた

すうじの 1 はなーあに？ 工場の煙突♪ すうじの２はなーあに？ お池のガチョウ♫

すうじの１は、だーあれっ？

トーマスで～し～たっ♪

すうじの 2は、だーあれっ？

ジェームズで～し～たっ♪

ひかりの子では、12月の第 2 ・ 3週にほっこりでー（おたのしみ会）を開催しました。

お母さんをはじめ、お父さん、おじいちゃん、おばあちゃんなど、お家の方にもたくさん

参加していただき、とても楽しい会となりました！

そこで今回は、ほっこりでーにて使用した、おもちゃを紹介します！

トーマス・ジェームズ・パーシー

が音楽に乗ってやってきました♫

今日もお仕事がんばりまーす！

☆牛乳パックをくるくる回していくと数字→絵→数字→絵と、どんどん進んでいきます！



見てわかる支援について紹介します！！

～ わかるって安心だね ～

朝来たら… 洗面所では… 帰るときには…

デキタ☆

今日の予定は何かな？ 何して遊ぼう…

歯磨きのときは…

ピッカピカ☆

調理活動では… おでかけのときは…

いっぱい遊んで楽しかった♪♪♪



長浜市こども療育センター いちご園 

 

いちご園は、平成２６年４月から長浜市役所高月支所の２階で療育を行っています。 

新しくなったいちご園の施設の一部をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移転して１年目なので、子どもたちの動線などに配慮して、移動や活動がしやすいように環境

設定を考えています。 

プレイルーム 

   

朝の会や帰りの会をする部屋          親子遊びなどの活動をする部屋 

 

保護者ミーティングルーム 

  

元高月町長室。絨毯もふわふわで絵画も飾ってあり、豪華‼ 

おやつルーム 

 

テラス 

 

園庭がないので、ここで水遊びや 

しゃぼん玉遊びなどもします。 

個別療育の部屋 

 

机上を中心とした１対１での 

個別療育を行っています。 



草津市立発達支援センター

■ 湖の子園はどんなところ？

湖の子園は、子どもの年齢や発達の状況に合わせて週５日、２日、１日通園があり、全員で５０名程度の子どもたちが通

っています。

湖の子園では保護者支援を大切にしており、お母さん対象の活動として、親子療育と学習会（グループワーク、いどばた

会、保護者研修会、健康教育、自主活動）などがあります。

一方で普段子どもとかかわる機会が少なくなりがちなお父さんにも、行事などを通して子どもや療育のことを知っていた

だく取り組みをしています。

今回は、お父さんから見た湖の子園の取り組みを紹介します。

●はじまりの会（４月）

これからの療育を共にする友だちや保育者を知ってもらうためにはじまりの会をしました。今年度は日曜日開催ということもあり、お父

さんが多数参加されました。

●親子デイキャンプ（５月）

戸外で遊ぶ楽しさを感じてもらうために、ロクハ公園でデイキャンプをしています。家族ぐ

るみで参加し、子どもたちが遊んでいる間にお父さんたちにカレー作りをしていただきました。

野菜を切ったり、かまどでカレーを煮込んだり、協力し合って作業をする中でお父さん同士が自

然とうちとけ合っています。

●父親療育参加・懇談会（６月）

子どもたちがどのようにすごしているのかお父さんたちに知ってもらうことをねらいに、父親療育参加を行っています。朝の集まりをし

て、部屋ごとに、風船風呂、おもちゃ作り、ボールスライダーなどの遊びを設定し、好きな遊びを選んで一緒に遊んでもらいました。お父

さんのパワーあふれるスピード感とダイナミックな動きに、子どもたちはドキドキワクワクし、とても楽しそうな笑顔を見せて遊んでいま

した。友だちがいても、いろんな遊びを楽しめる子どもに驚かれるお父さんも少なくありませんでした。

その後、懇談会ではクラスでの一人ひとりの子どもの姿を写真を添えて説明しました。子どもへの思いや療育への願いや疑問、質問を出

し合い話し合っていただきました。他のお父さんの思いを知ることができて、よかったという感想もいただきました。

●親子ふれあい教室（１０月）

身体を動かすことを通して親子のふれあいを深めることを目的に、親子ふれあい教室を行っています。今年度は、地域の小学

校の体育館で行い、かけっこやリズム遊び、ダンスや玉入れなどの普段楽しんでいる遊びをしました。親子で一緒に遊んだり、

遊ぶ様子を見てもらう中で、お父さんが子どもの成長を実感したことやお父さんに見てもらえてよかった、というお母さんの

思いが感想として寄せられました。

●父親研修会・奉仕作業（１２月）

びわこ学園障害者支援センター元所長の田村和宏さんをお招きし、「お父ちゃんの“持

ち味”、子育ての“うま味”」というタイトルで研修を行いました。当日は18名のお父

さんにご参加いただきました。

研修の前半では、ダウン症候群の青年ダン君が、家族や仲間、支援者に支えられながら

就職をめざして成長していくドキュメンタリーを視聴。後半は、ダン君の成長をふり返

りながら、子どもたちが豊かでたくましく育っていくために、子育てで大切にしたいこ

と、父親としてできることを具体的な例も交えてお話を聞くことができました。最後に

は質疑応答があり、熱心に研修を受けられるお父さん方の姿が印象的でした。

研修後は奉仕作業として、ベンチイスの作成、テラス遊具のペンキ塗り、砂場の掘り起こしを子どもたちのために一生懸命頑

張っていただきました。

●終わりの会（３月）

１年間の療育の様子をスライドショーで振り返る中で、自分の子どもを含めた湖の子園の子どもたちの成長を感じ、次年度は

保育所や幼稚園に通われる方、継続して通園される方など進路はさまざまですが、それぞれの場所で頑張ってみようと思っても

らえることを願っています。

※なかなか仕事で子どもとかかわる時間が取れないお父さんに、子どもと楽しく遊ぶ中で、子どもの好きな遊びを知ってもらい、

子どもと遊ぶきっかけ作りをしています。そして、研修を通してお父さんに子育てを担ってもらえるように取り組んでいます。



あゆっ子教室

あゆっ子教室では、年齢や発達段階に

合わせて、様々なグループ活動を行って

います。

今回は、５歳児のグループ活動を

ご紹介します。このグループでは、

『買い物』、『はがきを書いて出す』、

『クッキング』等の活動を予定しており、

子ども達の社会性やコミュニケーション

力を育てたいと考えています。

消防署へ見学にいこう！！

静かに話を聞く、手をつないで歩く等、

見学の際の約束事を確認して、消防署へ！！

みんなで手をつないで帰ります。

消防士さんのお話を

聞いた後、消防服を着

せてもらったり、記念

写真を撮ったりしま

した！



やまびこの自慢のひとつの大きなすべり台。

お父さんたちの手作りです。

自分で繰り返し登ったり滑ったりして楽しむ

だけでなく、友だちや

保育者とタイミングを

合わせて一緒に滑る楽し

さも感じています。

やまびこには通園バスが３台

あります。

バスの中では音楽が流れたり保育者と手あそびをしたり

して楽しく過ごしています。

遠足や近隣の保育園や幼稚園と交流する時など、普段の療

育の中でも乗る機会もあります。子どもたちはバスに乗るこ

とを楽しみにしています。

大津市立児童発達支援センター やまびこ園・教室

やまびこ園・教室は、やまびこ総合支援センター１Fにあります。保育園や幼稚園に就園する前の２，３歳児の子ども

たちと就学前の子どもたちが在籍しています。週５日登園の子どもと週２日登園の子ども、合わせて60名程の子どもた

ちが通園しています。

やまびこでは、遊ぶ・食べる・寝るといった子どもの生活を軸として、療育を行っています。今回は“あそび”のほ

んの一部分を写真で紹介します。（季節によって設定は異なります。）

やまびこには畑があり、季節に合わせた野菜を子どもたちと一緒に育てています。

大きく育った野菜は収穫してクッキングします。保育者と一緒に包丁を使って切ったり

ホットプレートで炒めた野菜を混ぜたりして一緒に作ります。バギーに乗ったままでも

自分で炒められるようにフライ返しに長い柄をつけるなどの工夫をして子どもの姿に合わせて無理なく体験で

きるようにしています。野菜が苦手な子どもたちでも自分たちがクッキングしたものは“おいしい！”“もっと

ちょーだい！”と大きな口でパクパク食べています。

「おいしくなーれ♪

季節によって色々なあそびや行事を楽しんでいます。

秋にはさんま焼き夏には大きなプールで

バスに乗って出発！

２階にある大きなプール！保護者や保育者に抱

っこしてもらい安心して水の心地良さを感じてい

ます。

重度の肢体不自由の子どもたちも浮き具を使う

ことで、自分で浮くことが

出来る嬉しさや、身体を

動かす楽しさを感じてい

ます。

園庭に特設の炉端を設置して、

さんまをじっくり炭火焼！

“なんだろう？” “たべたいな”と目の前で見る本物体験

を楽しみます。

「おいしくなーれ！」と子どもたちはうちわを手にパワー

を送ります。焼きあがったさんまはお昼ご飯としていただき

ます。五感全てを使う活動になり子どもたちの中にも楽しか

った思い出として残ります。

終わった後には紙や布で作ったさんまを網に乗せて、うち

わで扇いで『さんま焼きごっこ』を楽しむ子どもたちです。

やまびこの目玉！ダイナミック斜面！！



【「くれよん」って？？】

「くれよん」は、平成 20 年度に日野町単独の早期療育教室としてスタートしました。

「くれよん」では、心身の発達に何らかの課題があったり、その心配（心身の障がい、ことば

が遅い、落ち着きがない、友達と遊ばない、発育が遅いなど）がある子どもさんとそのご家族

とともに、子どもたち一人ひとりに応じたかかわりを大切にしています。

【花植え楽しんでます♪】

毎年 10 月下旬から 11 月初旬にビオラの花を植えています。土や草花の感触が苦手な子もい

ますが、少し触ってみようかな・あれ？意外と触ると気持ちいいんだな！と感じてくれたらい

いな…という思いで、感触遊びの一環として花植えを楽しんでいます。

植え方を示した手順書を使い、年齢や子どもたちに合わせた

内容で親子で楽しめるようにしています。底に網を敷く、

スコップで底に敷く小石や土を入れる、そ～っとポットから

苗を出す、苗にかからないよう大事に大事に土をかぶせる…

子どもだけでは難しいところはおうちの人の出番！お手伝い

してもらいながら、小さな手が一生懸命に動きます。

５歳児のグループはすべての作業が子どもたちでできる

ようになりました。土のふわふわ感が好きな子、葉っぱの

感触が気持ちよくて触って確かめる子、できあがったプラ

ンターを「できたぁ！」と持ち上げて見せてくれる子…い

ろいろな表情がみられます。

また来年も花植えを楽しみ

たいと思っています。
５歳児のグループ。

みんながリーダーの説明を真剣に

聞いています。

自分でやってみたい！という意欲

が感じられます。

あとは仕上げをして出来上がり！

このような手順書を

見て、グループごとに

花を植えていきます。

家に持って帰って、

おうちの人と一緒に

水をあげたり、花を

眺めたり、お世話も

楽しんでいます。

そ～っと、

そ～っと。



野洲市早期療育通園事業 

 

 
 

にこにこ教室は・・・・ 

野洲市に在住の心身に障がいのある、または、その疑いのある就学前の子ど

もとその保護者のための療育教室です。 

子どもたちが、まわりの世界に目を向け自ら関わっていこうとする姿を大切

にし、大人や友だちと関わって遊ぶ楽しさに気づいていけるようにし、そして

保護者がそれぞれの子どもの特性を受け止め、ともに子どもの歩み（成長）を

支えていけるように支援しています。 

 

 

２・３歳児さん中心の午前グルー

プ。絵本『だるまさんシリーズ』は

人気です。そこで手作りペープサー

トが登場。 

「だ・る・ま・さ・ん…」のリズム

にあわせ、動くとみんなも首を右

に、左にかしげてまねっこを楽しん

でいます。 

 

 

                    

４・５歳児さん中心の午後のグルー           

プでは、手順書をみながらクッキング 

もします。ホットケーキ作りでは、 

枠を使い、生地をどこに流し込めば 

いいのかわかりやすくしました。 

 

「おもしろいな」「やってみたい」「やった、できた！」という気持ちが味わ

えるよう、内容の設定をしたり少人数でのグループ活動をしています。 

 

 

 



あすなろ教室

あすなろ教室では日々の療育に『ミュージック・ケア』を取り入れています。ミュージック・ケ

アとは、今のままのあなたを受け止めるところからはじまります。効果を急がず、たくわえと待ち

のセラピーなのです。音楽の特性を生かして、子どもたちの心身に快い刺激を与え、対人的な関係

の質を向上させ、情緒の回復や安定を図ることが出来るのがミュージック・ケアです。ついつい身

体が動いてしまうような楽しい音楽を通して、やったー！できた！という達成感を感じる事ができ、

「もう一回」という声が、子どもたちからも聞かれます。

日々の療育だけでなく、年に 2 回、専門の講師の先生にきていただき、親子で学べる機会も持っ

ています。「これなら、家でもできるかも」「これ、ダイエットにいいわ！」と、保護者さんから

の声も聞かれ、笑い声が絶えないあっという間の 1 時間のセッション。子どもも大人も心がほぐれ

るひとときです。

ふわふわ

スカーフ

きれいだね

みんな大好きな、シャボ

ン玉タイム。癒される

ひとときです。



栗東市たんぽぽ教室
栗東市安養寺１９０番地（栗東市総合福祉保健センター内）

ＴＥＬ 077-554-6114 ＦＡＸ 077-554-6116

■たんぽぽ教室
午前は主に未就園児クラス、午後は並行通園児クラスの子ども達とその保護者が利用

しています。

子どもや保護者にとって安心できるところ、いっぱい遊べるところ、自分の力を発揮

できるところ、となるよう楽しい活動を積み上げています。

■身体づくりの取り組み

療育の中で、身体づくりはとても大事な活動です。

それぞれの年齢や発達に合わせ、身体を十分に使いながら遊び、その上に積み上がっ

ていく力の基盤となるように身体づくりの活動に取り組んでいます。

特に午後クラス（並行通園児）では、近くには公園、すぐ裏には「自然観察の森」と

いう恵まれた自然環境を生かし、おもいきり身体を動かし、楽しく活動をしています。

◎自然観察の森で遊ぼう！

地図と表示を見ながら観察の森の山道をどんどん進んでいきます。

山道のアップダウンや木の階段、また、ターザンロードやチャレンジ坂等スリリング

な道も果敢にチャレンジします。

足元を見ながら、しっかり踏ん張って歩いたり、ロープや木を支えに自分の身体を引

っ張り体勢を立て直したり・・・と身体全体を使い一生懸命チャレンジする子ども達

です。登りきった先には、森の妖精「もりもりもーり」からのおやつのプレゼントが

待っています。がんばった後、みんなで食べるおやつは最高です。

チャレンジ坂をみんなで登ろう！（３歳児クラス）



米原市こども療育センター ひまわり教室

安心できる環境の中で、「やりたい」「できた」「やってみよう」と思

える経験を積み重ねていけるようにと日々療育を行っています。なにかを

経験するときに、どのようにすれば「おもしろそう」「楽しい」と感じら

れるか、前向きな気持ちで取り組めるかということを考え提供の仕方を工

夫しています。

遊具にかかわる

時に、カードや

シールを利用す

ることで、数や

順番を意識した

り取り組みやす

くなるようにし

たり…

同じ視覚支援で

も子どもたちの

興味関心に合わ

せて、より注目

しやすくなるよ

うな絵柄にして

みたり…

嬉しい、悲しい、楽しい、悔しい等の気持ちを受け止め寄り添っても

らえる環境の中、子どもたちが『自分が好き』と感じ、自信を持って生

活できる場を広げていきたいと願い、今日も笑顔の療育は続いていきま

す…。



みんなの大好きな遊び

の

紹介をします。

当教室は、高島市在住の乳幼児とそのご家族を対象とした療

育施設です。在宅児（未就園）のお子さんのクラスと、併行通

園児（保育園・幼稚園等に通っているお子さん）のクラスがあ

り、それぞれ親子あそびや発達に応じたあそびを行っています。

子ども達の「一緒にあそぶのも楽しい(^^)」「もう一回した

い！！」という気持ちを大切にしています。

【施設名の由来】

「子どもを大切に育てながら、母子共

に力強く飛躍したい」という思いをこめ

て母子教室時代（Ｓ48 年～Ｓ57 年）に通

所された方々が、命名されました。

自然いっぱいのさんぽコース

教室を一歩出ると、目の前に車やバスが走る道があり、高架を電車が通り、近くには警察署のパトカー

があり、乗り物好きの子ども達には、たまらない環境です。また、教室から１５０ｍ程東にはびわ湖が広がっ

ています。季節の草花や虫、魚、鳥、行き交う人々に出会い、ゆっくり道草を楽しみながら目的のびわ湖に向

かいます。石投げをしたり、波が寄せて還す様子を見たり、竹生島行きの船に手を振ったり、砂浜に絵を書い

たり、貝殻やビーチグラスを拾ったり思い思いのあそびを楽しんでいます。また、夏は水あそび、冬にはソリ

あそびや雪だるま作り、春には渡り鳥のエサやり等季節ならではのあそびも楽しんでいます。

１番 ろうそくパッ・もひとつパッ♪（5 回とも同じ事を繰り返します。）

ソ ソラソ ソ ソラソ

（ろうそくパッで片手親指を立てます。もひとつパッでもう片方の親指を立てます。５本の指を親指から小指まで

全部同じ方法で順番に立てます。）

☆あかりをともして クリスマス♪

ソソソラソファミレ ミミレド

※（両手をキラキラさせながら顔の前から上に回します。）

２番 ろうそくフー・もひとつフー♪（５本の指を全部倒してグーにします。）

（片手ずつ息を吹きかけろうそくを吹き消します。）如何にもろうそくを消すように！

☆そらにはキラキラおほしさま♪

※（両手をキラキラさせながら顔の前から上に回します。）

12 月に入ると子ども達と一緒に、

クリスマスを待ちながら楽しんで

いる「ろうそく」手遊びです。是非

皆さんも楽しんでください。

警察署では駐車しているパトカ

ーの試乗をさせてもらったり、びわ

湖へは、地域のパン屋さんから頂い

たパンの耳を「ゆりかもめ」にあげ

に出かけています。

 



 

 めだかの学校では、子ども達に自然と触れ合う機会として、野外療育を行っています。 

今回は、お勧めの野外スポットを紹介します。 

＜大水公園＞ 

 

 

 

 

 

 

＜あいとうマーガレットステーション＞ 

 

 

   

 

 

 

＜布引公園グリーンスタジアム＞ 

 

 

 

 

 

 

   

＜ひばり公園＞ 

  

 

 

 

自然に囲まれた田園

風景が広がる道の駅

です。手作りアイス

は、お勧めです！ 

東近江市役所前にある

地域の公園で、手作り

の遊具がある素敵な公

園です。 

運動公園内にある遊

具でダイナミックな

遊びが出来ます。子

ども達に大人気！ 

めだかからは、巡回

バスを利用しておで

かけできる人気の公

園です。 



長浜市こども療育センター わかば園

今回は、“電車遠足”を紹介します。

長浜市こども療育センターわかば園では、対人面やコミュニケーション面に課題のある年長・年中

の児童のグループで、電車に乗ってスーパーと公園に行く電車遠足をおこなっています。電車に乗る

ことや、駅での切符購入、お店での買い物を通して、社会のルールを知ること、保護者や担当以外の

他者とのやりとりを経験することを目的としています。

電車遠足に行く前には、普段の療育活動の中

に、電車遠足につながるような遊びを取り入れ

ています。例えば、遊具を組んだ体を使った遊

びの中に、買い物コーナーを作り、そこで頼ま

れていた物を買い、買ったミニフードを持ちな

がら遊具を回ってゴールします。

買い物遊びの時間には、レジコーナーでやり

とりをしたり、紙で作ったお金を払うことを体

験したりします。自分たちで財布を手作りする

グループもあります。わかば園の近くのコンビ

ニでおやつを買う練習をするグループもあり

ます。

また、電車に乗る時、買い物する時のマナー

やルールを絵や文字を使って、わかりやすく事

前に説明しています。

当日は、電車が好きな子や、電車に乗ったこ

とのない子も楽しそうに参加しています。事前

に電車でのマナーを知らせておくことで、当日

もマナーを守りやすくなります。買い物は保護

者からお金をもらって、自分で好きなおやつを

選び、店員さんにお金を払うところまでをひと

りで体験します。その後、自分で買ったおやつ

を持って、公園に行き、みんなで食べます。

園外での社会経験を通して、新たに課題が見

えてくる児童もいます。電車遠足は普段の療育

で学んだことを外の世界で体験するよい機会

になっています。

14:10 河毛駅集合

券売機で保護者の切符を児童が購入

14:21 河毛駅発

14:28 長浜駅着 スーパーへ向かう

おやつを購入

14:45 長浜城へ向かう

おやつを食べる

遊具で遊ぶ

15:50 長浜駅へ向かう

窓口にて駅員から保護者の切符を児童が購入

16:11 長浜駅発

16:18 河毛駅着 解散

スケジュールの例



愛犬つくし教室 教室紹介

【療育見学研修会報告】

今年度、１０年ぶりに療育見学研修会を担当しましたので、その報告をさせていただきます。

最近の見学研修会は半日で終了することが多いですが、せっかくの機会なので各教室の先生方

との意見交換の時間をしっかりと取りたいと思い、午前中に療育見学、午後から意見交換と講師

まとめという形で実施しました。日々の業務でお忙しい中、湖の子園・たんぽぽ教室・にこにこ

教室・めだかの学校・くれよん・あすなろ教室・ひまわり教室から７名の先生方が参加してくだ

さいました。

見学していただいたのは２・３歳の子どもたちのグループで、意見交換は「低年齢の子どもた

ちの療育で大切にしたいこと」というテーマで実施しました。療育の流れや活動のねらい・運動

遊びの設定は次のとおりです。

（遊具の設定）

（講師まとめ）※抜粋 詳しい内容は当教室までお問い合わせください

・発達する≠「○○ができる」だけではない。

・できる≠わかる→わかってできることが必要。できることだけを追求すると、どんどんやらせ

てしまい子どもを追い込んでしまう。子どもが自らつかみ取っていくことできるように、子ど

もの思いやつもりを理解することが大人の役割である。

・からだとこころとことばを人との関わり合いの中で育てることが療育の役割である。

・療育に通うまでの育ちをしっかりと把握し、現在の姿とこれからを展望してかかわること。

・生活場面、集団場面、療育場面、それぞれの場面での子どもの姿をとらえること。

・視点を定めて（意図的・意識的に）かかわり、事実を記録に残し、複数の眼で子どもをとらえ

直すこと。

☆研修会を終えて

講師の蚊口桂子先生(京都府久御山町住民福祉課母子療育教室「すまいる」発達相談員)には、

７月から月１回対象グループの療育を見ていただき、各児の発達の捉え方やかかわり方、遊具の

設定の仕方など、いろいろな助言をいただきました。蚊口先生とのミーティングを通して、無意

識の間に「できる・できない」に振り回されていたことに気づき、今までの療育のあり方を見直

すことができました。また、改めて「障がい」だけではなく「発達」を見ることの大切さを感じ

ることができました。

後日参加された先生とお会いした時に、「見学会で見たふれあい遊びをさっそく療育に取り入

れた」とお聞きし、大変嬉しく思いました。見学研修会でつながった縁を大切に、それぞれの教

室の「いいな！」と思ったところを取り入れながら、みんなで向上していきたいなと思います。

（活動のねらい）※抜粋
○運動あそび
・意欲的に身体を動かす中で、ふんばる、バラン

スとるなどいろいろな身体の使い方を経験する。
・“もう１回したい”“もっとしたい”という思

いをもち、その思いを周囲の人に伝える。
・先生やお友だちのしていることを見て真似した

り、共感して遊ぶ。

○大型積木あそび
・自分のしたいことを担当者に伝えながら遊ぶ。
・自分なりにいろいろな物に見立て、イメージを

膨らませながら遊ぶ。
・先生やお友だちが遊んでいる様子を見て真似し

たり、一緒に関わって遊ぶ。

(療育の流れ)
９：００ 来所・身辺処理・自由遊び
９：３０ 朝の会

体操「公園にいきましょう」
ふれあい遊び「レモンじる」「大きなたい

こ」
運動遊び

10：20 排泄・おやつ・歯みがき・好きな遊び
11：05 大型積木遊び
11：20 おかえりの会



平成２６年４月より移転と共に『長浜市こども療育センター浜の子園』は『長

浜市児童発達支援センター』と名称が変わり療育だけでなく、保育所等訪問支

援事業も行っています。これかからもどうぞよろしくお願いします。

今回は児童発達支援センターの療育事業で行っている親子クッキングを紹介したいと思い

ます。

親子クッキングをすることで・・

親子でおいしいものをつくるという共同作業は、「おいしそうだね」など話をしながら作

ったり、初めから最後まで作ったりすることで、自分でできたという達成感や満足感が得

られます。また苦手なものも、自分で作るという経験を通して食べられることがあります。

お好み焼き作り

野菜が苦手という子がたくさんいますが、

お好み焼きに色んな野菜を入れることで、

今まで食べられなかった物が食べられた！

という事も多いです。

ホットケーキづくり

お家でも簡単に作れるホットケーキ。おいしそうな

においにつられてつまみ食いをしてしまう子も。大きか

ったりちいさかったり色んな形を作って楽しんでいます。

焼き上がった後は、ホイップクリームやチョコレートな

どでデコレーションもしています。

おにぎりづくり

白ごはんが苦手でもおにぎりにすることで

食べられる子もいます。またのりや

ソーセージを使って、キャラクターの

おにぎりを作る事で嬉しくて食べられる

子もいます。

長浜市児童発達支援センター



どんなところ？どんなところ？どんなところ？

子どもの育ちにはそれぞれのペースがあります。“たっぴー”では、身の回りのことやあそびを通し

て、個々の育ちに応じた環境を保護者と考えながら作り、子どもたちなりに「自分でできた！」という

手応えを感じ自信を得ながら成長していくことを目指しています。その経験を通して、子どもが人生を

いきいきと健やかに生活していける土台を作るところです。また、活動を通して子どもの姿を保護者と

確認しあいながら、地域の中で豊かな子育てができるよう家庭への支援ならびに保育園・幼稚園と連携

し、子どもが育つ環境を整えることを担っていきます。

“たっぴー”では、育ちを支えるために、それぞれの子どもの課題に合わせた小さなグループを編成

して活動することを基本に、一人ひとりに合わせて丁寧にかかわり支援します。

主な事業主な事業主な事業

◆療育教室 ◆保育所等訪問支援 ◆発達検査 ◆巡回訪問

◆家庭訪問 ◆個別相談 ◆ＯＴ指導

◆ＳＴ指導 ◆医療相談 など

お問い合わせお問い合わせお問い合わせ

竜王町子ども療育事業

たっぴー

竜王町子ども療育事業所 たっぴー

〒520-2552

滋賀県蒲生郡竜王町小口276番地の１

ＴＥＬ：0748-58-374２

ＦＡＸ：0748-58-3740



小児保健医療センター療育部
食事への取り組みについて紹介します。

<保護者研修会>

各専門職より基礎的な情報を提供することにより、保護者への啓発を図っています。

栄養士からは、年に 2～3 回、「子どもの栄養」や「形態別調理の方法」などについて話をしていま

す。

<親子給食>

保護者に幼児食と各形態別の食事を試食してもらっています。試食することで、家庭での食事づく

り（食事形態や味付け）の参考となり、食に対する意識の向上を図っています。

各グループ年 2 回行い、うち 1 回はセレクト給食にしています。子どもの好みに合わせて主菜を選び

ます！今日は、「鶏の照り焼き」か「鮭の変わりピカタ」を選びます。

<行事食>

季節や行事に合わせた食事を提供しています。

調理員も参加し、調理を実演！

上手な調理方法のコツを教えてもらいます。

お母さんたちも調理を体験！

家でもやってみよーっと。

家庭での食事作りの情報交換の

場にもなっています。

ハロウィン

クリスマス会
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